






































ることができる。これは，現在でいう RAD（Rapid Application Development）ツールの先駈けと
なったものである。その簡易版には，同社の Officeアプリケーション内でマクロ言語として用



















12 商 経 論 叢 第４６巻第４号（２０１１．３）
（５）Visual Studio Expressの利用
































































































































問題数 水２ 木１ 木２ 全クラス
０ １ ０ １ ２
１ １ ０ ２ ３
２ ６ ８ ４ １８
３ １ ４ ５ １０











水２ 木１ 木２ 全クラス
実技課題１ ６ １５ ６ ２７
実技課題２ １ ７ ６ １４
実技課題３ ２ ８ ５ １５
実技課題４ ８ １５ ６ ２９
実技課題２と実技課題３の提出者の筆記試験の平均点
（１００点満点）
水２ 木１ 木２ 全クラス
実技試験２ ７５ ７１．８ ７３．６ ７３．６










水２ 木１ 木２ 全クラス
筆記試験 ６０．０ ７３．７ ７０．９ ６８．２
２０１０年後期筆記試験の平均点
（１００点満点）
水２ 木１ 木２ 全クラス




18 商 経 論 叢 第４６巻第４号（２０１１．３）
施できるようにすることで，反復学習を可能としたい。
（２）授業後に学生からの質問とその質問の筆者からの回答を載せられるシステム構築
今回，実技課題に関する質問が多くあったが，同じような質問が多かった。今後，質問とそれ
に対する回答が載せられ，全員が共有できるようなシステムの構築が必要である。
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